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年主題 ともにつむぎだす ～希望の中で～ 
月主題   いっしょに 

月のねがい  ・神さまに愛され守られていることを感じ、喜ぶ 

       ・友だちの真似をしたりされたりして遊ぶ楽しさを感じる 

       ・冬の自然の中で身体を動かす楽しさを感じる 

 

新年あけましておめでとうございます。コロナによる行動制限のない年末年始、皆様どの

ようにお過ごしでしたでしょうか。 

久しぶりに実家へ帰省されてゆっくりとおじいちゃんおばあちゃんをはじめとするご親

戚の方と楽しい時間を持たれたり、旅行へ出かけられたりと色々計画がおありだったと思い

ます。そんな中に起こった能登半島での大地震、ご家族やご親戚、お知り合いの中に被災さ

れた方がおられましたら、心よりお見舞い申し上げます。自然の恐ろしさを改めて目のあた

りにし、命の大切さを考えさせられたこの大災害、私たちに出来ることは微力ではあります

が日々、子どもたちと共に被災された方々に心の平安が訪れますように（まだまだ先は長い

と思いますが）お祈りをしていきたいと思います。 

 幼稚園では今年度を締めくくる 3学期が始まりました。プレプレクラスの子どもたちも 

4 月から幼稚園に入園されるお友だちは、それに向けての準備を始めます。ひとりひとりの

子どもがスムーズに花組さんへ入園できるように寄り添っていきたいと思っています。 

心配なこと、気になられることがございましたら、いつでもお声掛け下さい。いっしょに考

えていきたいと思っています。又、4月以後もプレプレクラスに残られるお友だちは引き続

き、先生やお友だちと一緒に過ごすことで社会生活の第一歩を踏みだし、小さな社会性を育

みながらイヤイヤ期を乗り越えていきましょう。 

 本年もどうぞよろしくお願い致します。 

《生活指導》 

           規律ある生活習慣に戻しましょう。 

 ・朝の遊びが十分に楽しめるように、登園時間を一定にしてみましょう。 

           寒さに負けない強い身体を作りましょう。 

 ・室内外での体感温度を自分で気づき、衣服の調節ができるように、声かけをしながら 

  気づかせましょう。 

 ・寒さに負けず戸外での活動や、充分に身体を動かして遊んでみましょう。 

 ・帰宅後の手洗い、うがいを忘れずに習慣づけましょう。 

 

 

 



≪チャプレンコーナー≫  

 

年聖句：キリストはおいでになり、遠く離れているあなたがたにも、また、近く   

にいる人々にも、平和の福音を告げ知らせられました。 

（エフェソの信徒への手紙２：１７） 

月聖句： わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝である。 

（ヨハネによる福音書１５：５） 

 

明けましておめでとございます。今年もよろしくお願いします。 

元旦から大きな出来事が起こりました。能登半島沖で発生した地震は、多くの被害を出し、

亡くなられた方、傷ついた方々もたくさんおられます。石川県には聖公会の教会もあります。

幸い教会、施設には被害はなかったのですが、信徒の方が被災されました。教会・教区とし

て、今後被災地域への支援を考えていきたいと思います。 

こんな時、困っている人々のために何もできない自分に、無力感を覚えます。何かしてあ

げたい、何かしなければ、という思いと、状況的にも力量的にも、何もできない現実とのギ

ャップを苦しく思います。今はまず、被災された方々のために、心を込めてお祈りしたいと

思います。祈りの生活の中で、自分にできる事が、小さなものであっても、見つかってくる

ことでしょう。その時に、誠実に行っていきたいと思います。 

「つながり」という言葉が、実感をもって心に迫ります。やはり私たちはつながっていま

す。つながっているからこそ、このようなもどかしい思いを抱いたり、彼の地の人々の痛み、

苦しみに心が痛んだりするのです。 

クリスマスは、イエス様という一人の赤ちゃんの誕生を、みんなで喜び祝う時でした。ク

リスマスを経験した私たちは、一つのものを、みんなで分かち合います。一つの喜びをみん

なで分かち合うと同時に、一つの苦しみも分かち合います。喜びも苦しみもみんなで分かち

合って、みんなで幸せになろうとしているのです。 

イエス様は私たちのつながりを、「ぶどうの枝」で表現されました。この繋がりは、私た

ちみんなと、そして神様をつなげてくれます。 

 


